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介
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次
郎
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古
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業
技
術
史
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究
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こ
の
た
び
、
畏
友
米
国
賢
次
郎
氏
が
、
氏
の
多
岐
に
わ
た
る
研
究
業
績
の
う

ち
、
中
園
古
代
の
農
業
問
題
・
土
地
問
題
に
関
す
る
論
考
を
纏
め
、
上
梓
さ
れ

た
。
そ
れ
に
『
中
園
古
代
農
業
技
術
史
研
究
』
と
題
さ
れ
た
の
は
、
氏
の
研
究

が
、
農
業
問
題
・
土
地
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
農
業
技
術
に
関
す
る
専

門
知
識
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の

だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
政
文
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
氏
は
一
九
四
七
年
京
大

文
筆
部
史
皐
科
卒
業
後
、
京
大
農
民
宇
部
に
皐
ば
れ
、
五

O
年
か
ら
五
三
年
に
か

け
農
業
経
済
皐
科
で
鰐
議
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
氏
の
研
究
成
果

で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

序
論
華
北
乾
地
農
法
と
農
業
社
曾

華
北
乾
地
農
法
と
一
荘
園
像
|
|
『
斉
民
要
術
』
の
背
景
|
|

第

I
部
技
術
論

第
一
章
手
勢
働
耕
作
に
つ
い
て

一

沼
耕
桐
明
言

二
呂
氏
春
秋
の
農
業
技
術
に
関
す
る
一
考
察
i|
特
に
氾
勝
之
書
と

関
連
し
て
1

ー

第
二
章
牛
筆
耕
に
つ
い
て

二
四

O
歩
一
畝
制
の
成
立
に
つ
い
て
'
|
|
荷
鞍
獲
法
の
一
側
面

二
組
過
の
代
団
法
|
|
特
に
撃
の
性
絡
を
中
心
に
し
て
|
|

第
E
部
土
地
利
用
論

第
一
章
畑
作
に
つ
い
て

一
斉
民
要
術
と
二
年
三
毛
作

二
中
園
古
代
委
作
考
i
l
-
-
年
一
一
一
毛
作
成
立
の
再
検
討
|
|

第
二
一章
水
稲
作
に
つ
い
て

一
態
勧
「
火
耕
水
鋳
」
註
よ
り
見
た
る
後
漢
江
准
の
水
稲
技
術
に
つ

い
て

二

漢
六
朝
聞
の
稲
作
技
術
に
つ
い
て
||
火
耕
水
鰐
の
再
検
討
を
併

せ
て
1
1ー

三

阪
渠
港
紙
下
の
稲
作
技
術

第
田
部
土
地
制
度
論

華
北
乾
地
農
法
よ
り
見
た
北
勢
均
回
規
定
の
一
解
懇
|
|
『
湾
民
要

術
』
の
背
景
そ
の
2
|
|

補
論

-183ー

中
園
古
代
の
肥
料
に
つ
い
て
|
|
二
年
三
毛
作
成
立
の
一
側
面

所
謂
「
湾
民
要
術
各
頭
雑
読
」
に
つ
い
て

序
論
は
、
北
貌
の
高
陽
(
山
東
省
盆
都
〉
太
守
貰
思
磁
の
農
業
技
術
書
『
斉

民
要
術
』
を
用
い
、
首
時
の
華
北
乾
燥
地
帯
に
お
け
る
荘
園
経
営
の
鳥
敵
園
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
ま
ず
華
北
乾
地
農
法
の
特
性
を
技
術
的
立
場
か
ら
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考
察
し
、
寡
雨
の
た
め
盟
凶
の
差
が
は
げ
し
く
極
め
て
不
安
定
で
あ
る
こ
と
、

帰
種

・
牧
後
適
時
が
短
い
た
め
労
働
集
中
的
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
飢
僅
等
に

よ
る
土
地
粂
併
が
容
易
で
あ
り
、
貧
農

・
小
作
農
の
富
豪
へ
の
依
存
度
が
高
い

こ
と
、
水
と
土
と
の
関
係
が
微
妙
で
あ
り
、
経
験
智
と
手
放
の
な
い
集
約
農
法

が
必
要
で
、
農
作
業
に
高
い
自
立
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
従
っ
て
大
土
地
所

有
者
は
、
直
営
地
で
は
奴
・
殺
を
使
っ
て
自
家
食
糧
を
生
産
さ
せ
る
が
、
他
は

小
作
に
出
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
中
図
の
族
と
家
の
二
重
構
造
や
、
強
い
村
落

の
自
治
雄
、
所
謂
縦
型
社
舎
は
、
華
北
乾
地
由
民
法
が
要
求
す
る
、
不
安
定
性
の

排
除
と
生
産
力
の
向
上
に
制
到
底
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
枇
舎
形
態
で
あ
る
こ
と

等
を
指
摘
。
つ
い
で
、
そ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
主
と
し
て
『
湾
民
要

術
』
を
用
い
、
蛍
時
の
荘
園
像
を
浮
び
上
ら
せ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
蛍
時
の

荘
園
は
大
鐙
三

O
頃
程
度
、
大
荘
園
で
も
一一一
0
1五
O
頃
位
に
分
割
経
営
さ

れ
、
中
間
管
理
職
が
置
か
れ
て
い
た
。
中
心
は
穀
田
(
要
術
一
、
，

Ez--ニ
巻
〉
で
、

直
営
地
に
は
黍

・
褒

・
水
稲
、
小
作
地
で
は
粟

・
黍

・
大
豆

・
被
市
営
類
を
栽

培
、
港
減
地
で
は
二
年
三
毛
作
、
給
油
安
二
毛
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
一
戸
あ

た
り
の
耕
作
地
は
七

O
畝
前
後
。
牛
耕
で、

惣
は
ス

キ
へ
ラ
を
持
つ
大
型
怒
、

二
牛
三
人
を
用
い
、
そ
の
あ
と
に
下
種
者
一
人
、
挽
判
明
者
二
人
が
従
い
、
揺
種

し
た
。
小
作
料
は
通
常
「
什
之
五
制
」
o

無
牛
の
者
は
「
大
半
制
」
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
牛
の
借
用
料
を
加
え
た
も
の
。
傭
賃
は
高
く
て

一
日

三
O
文
。
穀
回
以
外
の
部
分
(
要
術
凶
j
六
を
)
は
、
野
菜

・
果
樹

・
桑

・
検

等
の
林
義
植
物
栽
培
、
牛
馬
羊
等
の
家
資
飼
育

・
養
魚
等
に
利
用
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
生
産
物
は
、
使
用
人
を
含
む
自
家
消
費
分
を
除
き
、
換
金
さ
れ
た
。
販

寅
は
荘
園
を
窓
口
に
行
な
わ
れ
、
ま
た
必
要
物
資
は
荘
園
を
筒
口
に
購
入
さ
れ

た。

更
に
食
品
加
工
(
要
術
七
J
九
谷
)
に
つ
い
て
み
る
と
、
食
料
自
給
の
た

め
の
食
品
加
工
と
は
別
に
可
成
り
質
調
押
な
料
理
の
調
理
法
に
注
目
さ
れ
、
一
回

の
調
理
量
が
、
五
日

の
家
、
数
家
分
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

荘
園
主
は
、
生
産

・
流
通

・
消
費
の
す
べ
て

の
面
を
通
し
て
、
一

族
だ
け
で
な

く
、
近
称
郷
村
に
ま
で
支
配
の
網
を
ひ
ろ
げ
て
い
た
、
と
い
う
。

第
l
部
第
一

章
の
一
は
、
縮
の
意
味
か
ら
み
て
、
「
絹
耕
L

に
は
色
々
の
形

式
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
見
解
の
も
と
に
、
ま
ず
氏
自
身
の
穀
耕
論
を
の
ベ
、

つ
い
で
柄
の
笥
曲
と
庇
の
角
度
を
中
心
に
し
て
各
種
の
ス
キ
の
機
能
数
率
を
考

え
、
か
っ
一
つ
の
ス
キ
に
も
使
用
目
的
に
よ
り
前
進
・
後
進

・
側
進
の
あ
り
得

る
こ
と
を
の
ベ
、
そ
れ
を
前
提
に
し
て
、
先
皐
の
親
耕
設
を
検
討
し、

そ
れ
ら

の
諸
設
は
、
そ
の
適
用
範
囲
の
庚
狭
は
別
と
し
て
い
ず
れ
も
剰
耕
と
し
て
の
篠

件
に
適
う
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
た
も
の
。
氏
の
縞
耕
論
と
は
、
『
呂
氏
春
秋
』

士
容
論
の
作
畝
法
を
、
幅
一
歩
(
六
尺
)
、
長
さ
百
歩
の
畝
に
、
幅
一
尺
内
外

う
ね

み
ぞ

の
畝
と
酬
を
交
互
に
作
る
も
の
と
し、

二
人
が
六
尺
の
距
離
を

お
い
て
針
菌

し
、
一
尺
閃
隔
に
酬
を
作
り
な
が
ら
横
に
移
動
し
て
耕
作
す
る
と
し
た
も
の
。

そ
の
場
合
、
通
常
、
妻
の
方
が
利
手
の
方
向
に
土
を
揚
げ
、
夫
が
逆
の
方
向

(
左
側
〉
に
土
を
揚
げ
て
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
計
り
、
ま
た
掘
り
起
し
て
作
っ
た

畝
上
の
土
を
、
績
に
動
く
際
に
そ
の
ま
ま
ス
キ
を
返
し
て
、
ス
キ
の
側
面
(
側

壁
)
で
土
を
た
た
い
て
破
祢
し
、
紹
を
も
っ
て
「
稜
」
の
作
業
を
も
粂
ね
て
行

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う。

二
は
、

『呂
氏
春
秋
』
士
容
論
の
い
う
的
「
是
以
六
尺
之
箱
、
所
以
成
酬

う
ね

也
」
は
、
畝
の
長
さ
を
い
っ
た
も
の
。
そ
う
す
れ
ば
「
五
耕
五
霧
」
し
や
す

い
。
同
「
其
博
八
寸
、
所
以
成
馴
也
」
は
、
酬
の
幅
で
あ
る
。
的
「
霧
柄
尺
、

此
其
度
也」

は
、
畝
幅
一
尺
J
一
尺
二
寸
、
剛
幅
を
八
寸
J
一
尺
に
と
っ
た
こ

と
を
一示
す
。
的
「
其
縛
六
寸
、
所
以
開
稼
也
」
は
、
行
開
六
寸
、
苗
開
六
寸
の

二
行
矯
種
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
、
「
衡
行
必
得
、
縦
行
必
術
」

や
「
吉
岡
而
危
則
淳
奪
云
々
」
と
い
う
注
意
事
項
が
生
き
て
く
る
。
制
「
苗
其
弱

-184一
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也
欲
孤
、
長
也
欲
相
奥
居
、
其
熱
也
欲
相
扶
、
是
故
三
以
篤
族
乃
多
莱
」
は
、

三
株
立
て
で
あ
る
こ
と
を
一
示
す
、
と
し
、
こ
の
農
法
が
、
『
氾
勝
之
室
田
』
に
、

タ
テ
一
八

O
尺
×
ヨ
コ
四
八
尺
H

一
畝
の
耕
地
に
、
タ
テ
一

0
・
五
尺
お
き
に

幅
一
・
五
尺
の
ヨ
コ
の
道
を
一
四
本
つ
く
っ
て
一
五
区
劃
、
一
五
町
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
に
、
一
尺
お
き
に
幅
一
尺
の
タ
テ
溝
を
つ
く
り
、
そ
の
溝
に
行
関

五
寸
、
苗
開
五
寸
、
二
行
一
株
立
て
に
育
て
た
区
国
務
種
法
に
愛
燥
し
た
の
で

あ
る
、
と
し
た
も
の
。

第
二
章
の
一
は
、
一

O
O歩
一
畝
制
か
ら
二
四

O
歩
一
畝
制
へ
の
愛
化
を
、

秦
商
鞍
の
邑
制
・
軍
制
と
の
関
連
か
ら
考
察
し
た
も
の
。
す
な
わ
ち
付
一
戸

あ
た
り
の
地
積
単
位
の
設
定
は
、
遁
常
、
的
一
定
日
の
魅
力
働
力
を
投
下
し
う
る

土
地
の
庚
さ
、
伸
一
家
の
生
活
を
支
え
る
牧
穫
量
を
保
障
す
る
土
地
の
庚
さ
に

よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一

O
O歩
一
畝
制
を
二
四

O
歩
一
畝
制
に

改
め
た
の
も
、
農
業
生
産
力
の
上
昇
に
よ
る
仰
・
同
の
努
化
に
劉
隠
し
た
た
め

で
あ
る
。
口
生
産
力
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
モ
メ
ン
ト
は
、
川
w手
勢
働
農
器
具

の
愛
達
、
帥
滋
滅
工
事
の
渡
達
、
川
口
牛
耕
の
愛
逮
で
あ
る
が
、

ω・
伺
は
か

え
っ
て
農
業
の
集
約
化
を
う
な
が
し
地
積
単
位
を
縮
小
さ
せ
、
村
も
、
ス
キ
サ

キ
だ
け
の
作
傑
和
平
か
ら
ス
キ
ヘ
ラ
を
も
っ
耕
起
反
鱒
可
能
な
重
い
耕
翠
へ
と
設

展
す
る
場
合
は
、
農
業
集
約
化
を
き
た
し
耕
作
可
能
面
積
を
縮
小
さ
せ
る
。
ゆ

え
に
二
四

O
歩
一
畝
制
へ
の
畝
制
抜
大
の
原
因
と
な
っ
た
農
業
技
術
の
嬰
化

は
、
作
傑
箪
の
出
現
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
作
僚
懇
の
出

現
は
春
秋
・
戟
園
初
期
で
あ
る
か
ら
、
畝
制
緩
大
は
戟
園
初
期
な
い
し
は
中
期

で
あ
る
。
同
商
鞍
の
ロ
巴
制
は
、
五
人
一
組
に
伍
長
を
お
き
、
一

O
人
を
一
組
と

し
、
五

O
人
一
組
に
屯
長
、
一

O
O
人

一
組
に
勝
、
五

O
O
人
一
組
に
五
百

主
、
一

O
O
O人
一
組
に
二
五
百
主
を
お
い
た
軍
制
に
封
態
し
、
五
家
を
一
伍

と
し
、
二
伍
が
道
を
は
さ
ん
で
向
い
あ
っ
た
一

O
家
を
一
什
と
し
、
五

O
家
を

間
左
、
五

O
家
を
間
右
に
配
し
、
一

O
O家
を
一
塁
と
し
、
そ
の
よ
う
な
里
を

左
右
に
五
つ
ず
つ
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
巴
内
一

O
O
O戸
の
中
央
を
通
る
道

が
肝
、
里
中
の
道
が
陪
で
、
回
制
も
邑
制
に
な
ら
い
、
一

O
O家
の
耕
地
は
、

タ
テ
・
ヨ
コ
五

O
O歩
の
耕
地
の
中
央
に
道
路
を
つ
く
り
、
そ
の
雨
側
に
五
家

の
回
を
並
べ
た
。
伺
一
家
の
持
ち
分
が
二
四

O
歩
×
一

O
O歩
と
な
っ
た
の

は
、
中
央
道
の
道
幅
を
二

O
歩
と
し
、
そ
の
左
右
の
耕
地
を
、
そ
れ
と
直
角
な

道
に
よ
っ
て
五
等
分
し
た
か
ら
で
あ
る
。
回
一
家
の
耕
地
を
こ
の
よ
う
に
し
た

の
は
、
牛
耕
の
渡
遂
に
よ
り
、
適
正
耕
作
面
積
が
二
J
一
一
一
倍
と
な
り
、
か
つ
牛

耕
上
、
一
迭
を
長
径
と
す
る
の
が
便
宜
だ
か
ら
で
あ
る
。
円
従
っ
て
、
二
四

O

歩
一
畝
制
は
、
商
軟
が
肝
陪
制
を
は
じ
め
た
と
き
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
。

二
は
、
古
く
か
ら
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
『
漢
書
』
食
貨
志
所
載
の

代
団
法
の
解
寝
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
食
貨
志
の
い
う
的
「

一
晦
三
剛
、
歳

代
庭
」
は
、
庚
さ
一
歩
、
長
さ
二
四

O
歩
の
耕
地
の
長
迭
に
沿
っ
て
、
庚
さ
一

尺
、
深
さ
一
尺
の
播
種
機
を
一
尺
お
き
に
作
り
、
毎
年
繕
と
壌
と
を
交
替
さ
せ

る
こ
と
。
伺
「
古
法
也
」
は
、
代
田
法
以
前
に
は
、
三
本
刃
の
作
篠
撃
で
ユ

晦
三
馴
、
歳
代
庭
」
を
し
て
い
た
こ
と
を
言
っ
た
も
の
。
的
播
種
・
栽
培
法

は
、
耐
風
・
耐
皐
農
法
で
あ
る
。
的
「
率
十
二
夫
篤
問
、
一
井
一
屋
、
故
晦
五

頃
」
は
、
代
田
法
を
行
な
う
耕
地
の
適
正
面
積
を
い
っ
た
も
の
で
、
自
営
小
曲
炭

数
家
(
一
伍
H
五
家
)
が
協
業
し
て
五
頃
の
耕
地
を
耕
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
制

「
用
調
和
ヰ
二
牛
一
一
一
人
」
の
調
整
は
、
土
壌
の
耕
起
反
縛
可
能
な
甲
の
高
い
ス
キ

サ
キ
を
も
っ
雨
刃
裂
で
、
二
人
が
牛
の
鼻
綱
を
と
り
、
一
人
が
忽
を
お
さ
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
付
「
綾
田
」
の
綬
は
績
の
無
文
の
も
の
の
こ
と
で
、
三
本
刃

の
作
篠
整
で
は
生
苗
が
無
紋
燃
に
な
る
ゆ
え
、
そ
の
回
を
「
綾
田
」
と
い
っ

。と

た
。
的
人
税
和
平
の

「
相
輿
庸
税
懲
」
は
、
「
相
互
に
庸
い
あ
っ
て
忽
を
ひ
く
」
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と
い
う
こ
と
で
、
数
家
が
努
力
を
出
し
あ
っ
て
協
業
し
、
お
よ
そ
十
人
位
で
和
平

を
ひ
き
、
順
ぐ
り
に
各
戸
の
耕
地
を
耕
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。

第
日
部
第
一
章
の
一
一
は
、
現
在
華
北
で
行
な
わ
れ
て
い
る
莱
↓
姿
↓
豆
↓
冬

期
休
閑
を
繰
り
返
す
二
年
三
毛
作
の
成
立
過
程
を
考
察
し
た
も
の
。
通
設
で

は
、
『
湾
民
要
術
』
に
は
原
則
的
に
は
二
年
三
毛
作
は
み
ら
れ
な
い
。
二
年
三

毛
作
は
大
略
唐
代
に
い
た
っ
て
小
奏
の
普
及
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
射
し
氏
は
、
要
術
が
菜
・
黍
・
豆
・
蔓
明
一
円
等
々
の
栽
培
法
に

つ
い
て
の
記
事
の
中
で
、
そ
れ
ら
を
い
か
な
る
作
物
の
跡
地
に
栽
培
す
れ
ば
よ

い
か
、
作
物
の
前
後
関
係
を
「
底
」
と
い
う
字
で
記
し
て
い
る
の
を
手
掛
り
と

し
て
、
そ
れ
ら
の
前
作
物
を
調
べ
、
か
つ
「
大
小
市
営
皆
須
五
対
六
月
酬明地
」
と

あ
る
「
嘆
地
」
は
褒
の
矯
種
前
の
土
刷
岐
路
理
で
は
な
く
、
褒
の
刈
跡
に
雨
期
を

ま
た
ず
に
直
ち
に
他
の
作
物
を
矯
種
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
新
解
稗

に
よ
り
、
付
要
術
か
ら
相
蛍
高
度
の
二
年
一
一
一
毛
作
型
式
が
抽
出
で
き
る
。
同
二

年
三
毛
作
形
式
の
中
に
第
化
設
展
の
あ
る
事
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。
同
二
年
三

毛
作
の
成
立
は
、
小
褒
の
普
及
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
、

と
結
果
さ
れ
る
。

こ
は
、
付
要
術
が
暦
に
節
月
を
使
用
し
て
い
る
確
率
の
高
い
こ
と
。
口
二
年

三
毛
作
の
普
及
度
は
面
積
で
い
う
と
二

O
%ぐ
ら
い
で
あ
り
、
良
書
は
年
一
毛

作
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
多
毛
作
の
成
立
を
考
え
る

場
合
「
行
関
の
文
字
」
を
讃
む
必
要
の
あ
る
こ
と
。
国
腕
成
書

に
虫固

か
れ
て
い

て
、
他
の
一
般
史
料
に
番
か
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
ま
た
投
書
で
も
、
常

識
的
な
こ
と
は
番
か
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
史
料
に
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
必
ず
し
も
現
貨
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
。
同
市
宮

術
か
ら
二
年
三
毛
作
が
考
え
ら
れ
る
。
市
首
の
み
の
一
年
一
作
は
栽
培
技
術
の
上

か
ら
は
必
ず
し
も
合
理
的
で
は
な
い
。
「
高
田
に
禾
、
下
回
に
褒
L

も
決
定
的

な
区
別
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
禾
褒
組
み
合
せ
の
二
年
三
毛
作
を
否
定
で

き
な
い
こ
と
。
回
漢
代
に
釆
市
営
輪
作
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
反
則
到
で
は

な
い
こ
と
。
内
聞
成
基
氏
の
い
う
禾
姿
輪
作
を
可
能
な
ら
し
め
る
篠
件
は
、
戟

図
末
期
に
も
遡
上
さ
せ
う
る
こ
と
。
伸
二
年
三
毛
作
の
春
秋
成
立
設
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
保
留
と
い
う
の
が
安
営
で
あ
る
こ
と
、
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
補
論
の
て
こ
は
、
二
年
三
毛
作
の
成
立
問
題
に
関
連
す
る
論
文
な

の
で
、
こ
こ
で
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一
は
、
肥
料
要
求
度
の
高
い
褒

を
組
合
せ
る
二
年
三
毛
作
成
立
の
僚
件
と
な
る
施
肥
技
術
を
検
討
し
た
も
の
。

元
の
王
禎
の
『
投
書』

に
よ
っ
て
畑
作
に
使
用
さ
れ
た
肥
料
を
分
類
す
る
と
、

川
現
在
の
・
既
肥
ま
た
は
堆
肥
に
あ
た
る
踏
糞
、
同
線
肥
に
あ
た
る
苗
糞
、
川
w草

を
刈
取
っ
て
地
中
に
埋
め
、
肥
料
と
す
る
草
誕
、
判
草

・
木
と
と
も
に
土
を
焼

き
、
灰
を
肥
料
と
す
る
ほ
か
、
土
域
内
の
殺
議
、
土
製
の
分
解
作
用
を
う
な
が

す
火
糞
、
仙
w禽
獣
毛
羽
伺
の
類
、
付
酸
性
土
壌
を
中
和
す
る
た
め
の
石
灰
、
例
人

(
獣
)
糞
、
例
ク
リ
ー
ク
の
泥
を
す
く
い
あ
げ
て
肥
料
と
す
る
泥
糞
と
な
る

が
、
苗
糞

・
火
糞

・
人
獣
糞
は
す
で
に
先
秦
時
代
に
あ
り
、
西
陸
出
土
漠
簡
に

み
え
る
塊
糞
は
、
糞
と
土
を
混
合
し
た
混
合
肥
料
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
『
氾

勝
之
書
』
に
「
種
子
を
動
物
の
骨
と
煮
た
汁
に
漬
け
て
か
ら
播
種
す
る
」
と
あ

る
糞
種
は
、
耐
皐
彪
理
に
あ
っ
た
農
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
漢
代
に
は
か

な
り
高
度
の
施
肥
技
術
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
要
術
に
は
酋
糞
が
み

え
、
要
術
巻
頭
雑
設
に
は
踏
糞
の
作
り
方
が
あ
っ
て
、
す
で
に
要
術
時
代
に

は
、
二
年
三
毛
作
を
可
能
と
す
る
充
分
な
施
肥
技
術
が
あ
っ
た
と
い
う
。
問
題

は
、
そ
の
巻
頭
雑
訟
の
成
立
年
代
で
あ
る
が
、
二
は
、
そ
れ
を
考
察
し
た
も

の
。
巻
頭
雑
読
は
、
要
術
の
著
者
責
思
磁
の
筆
で
は
な
く
、
要
術
に
な
い
蕎
褒
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や
槌
種
な
ど
の
語
が
見
ら
れ
る
た
め
、
後
人
の
作
が
添
加
さ
れ
た
も
の
と
一
般

に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
氏
は
、
要
術
中
の
開
催
委
は
蕎
姿
と
思
わ
れ
る
し
、
し

か
も
技
術
的
に
み
て
、
要
術
の
整
地
法
は
、
現
在
と
同
じ
く
耕
|
粗
|
努
の
三

段
階
で
あ
る
の
に
封
し
、
雑
設
は
耕
|
労
の
二
段
階
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
雑

設
は
南
京
術
よ
り
古
い
も
の
と
考
え
る
の
が
常
識
的
で
あ
り
、
蕎
褒
や
穏
種
な
ど

新
し
い
と
恩
わ
れ
る
語
の
混
入
し
て
い
る
の
は
、
縛
寓
中
に
そ
の
時
の
慣
用
語

に
改
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
重
の
一
は
、
古
代
江
准
地
方
に
お
け
る
水
稲
農
法
と
し
て
知
ら
れ
る
火

耕
水
霧
を
と
り
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
『
周
瑳
』
の
鄭
玄
註
、
要
術
の
稲
作
法
を
論

じ
た
も
の
。
氏
は
、
付
火
耕
水
霧
は
、
従
来
、
漢
代
よ
り
南
北
朝
に
か
け
普
通

的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
農
法
で
、
そ
の
技
術
内
容
は
、
一
年
休
閑
の
直
播
法
、

あ
る
い
は
器
具
を
も
っ
て
除
草
し
な
い
原
始
的
農
法
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

後
漢
代
の
人
感
動
の
『
漢
書
』
武
帝
紀
註
に
よ
っ
て
み
る
と
、
直
播
の
僚
播

で
、
か
つ
除
草
の
注
意
の
ゆ
き
と
ど
い
た
栽
培
法
で
あ
る
。
口
『
周
直
』
裕
人

の
篠
の
鄭
玄
註
は
直
播
連
作
。
要
術
の
江
准
稲
作
は
、
火
耕
水
穏
と

一
線
を
劃

し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
歳
易
で
あ
る
が
、
そ
の
要
求
度
は
低
い
。
一
方
、

北
土
の
そ
れ
は
漣
作
・
田
植
法
で
あ
る
。
国
火
耕
水
務
と
い
っ
て
も
、
原
始
的

な
技
術
か
ら
、
か
な
り
高
度
な
技
術
ま
で
も
含
み
う
る
も
の
で
、
こ
れ
が
火
耕

水
穏
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
一
定
の
技
術
で
定
義
付
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
同
『
E
肩
書
』
食
貨
志
所
裁
の
杜
預
の
上
奏
文
に
よ
っ
て
み
る
と
、
火
耕
水

穏
は
、
耳
百
代
で
は
す
で
に
過
去
の
、
あ
る
い
は
開
拓
地
の
農
法
と
み
ら
れ
、
普

遍
的
な
水
稲
作
技
術
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
。

二
は
、
前
稿
に
射
す
る
西
嶋
定
生
氏
の
批
剣
に
答
え
た
も
の
。
付
『
周
檀
』

鄭
玄
註
の
「
関
途
合
水
於
列
中
、
因
捗
之
揚
去
前
年
所
変
之
草
、
而
治
田
種

稲
」
は
栽
培
年
度
の
作
業
で
あ
り
、
従
っ
て
後
文
の
「
終
以
津
地
震
稼
者
、
必

於
夏
六
月
之
時
、
大
雨
時
行
、
以
水
病
紹
、
草
之
後
生
者
、
至
秋
水
澗
菱
之
、

明
年
乃
稼
」
も
栽
培
年
度
の
作
業
で
あ
り
、
「
明
年
乃
稼
」
と
あ
る
の
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
を
稲
作
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
、
だ
か
ら
こ
の
農
法
は
一
年
休

閑
法
だ
と
す
る
西
嶋
設
は
誤
り
で
あ
る
。
「
明
年
乃
稼
」
は
、
秋
の
水
落
ち
の

後
、
雑
草
を
鎌
で
刈
り
、
「
こ
れ
だ
け
作
業
を
し
て
こ
そ
明
年
も
そ
れ
で
栽
培

で
き
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
こ
そ
鄭
玄
が
連
作
を
主
張
し
て
い
る
器

援
で
あ
る
。
同
『
四
民
月
令
』
の
コ
ニ
月
可
種
梗
稲
、
五
月
可
別
積
及
藍
」

は
、
現
在
の
田
植
に
近
い
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
後
漢
張
衡
の
「
南
都

賦
」
に
「
決
諜
則
嘆
、
信
阿
波
震
陸
、
冬
徐
夏
穂
、
随
時
代
熟
」
と
あ
る
の
は
、

首
時
江
准
先
進
地
帯
で
は
稲
褒
二
毛
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
回

要
術
が
江
准
地
匿
の
水
稲
栽
培
に
つ
い
て

「穏
無
所
縁
、
唯
品
回
易
信
用
良
」
と
言

っ
て
い
る
の
を
、
西
嶋
氏
は
「
稲
は
地
味
を
選
ば
な
い
。
た
だ
歳
易
を
良
と

す
」
と
解
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
年
休
閑
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
絡
は

ど
ん
な
作
物
の
跡
地
で
も
よ
い
。
云
々
」
と
い
う
こ
と
で
、
休
閑
法
で
は
な

い
。
同
要
術
の
北
土
高
原
の
稲
作
法
に
つ
い
て
は
、
播
種
量
が
江
准
稲
作
と
同

じ
で
あ
り
、
苗
代
栽
猪
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
本
因
調
整
の
こ
と
が
何
一
つ
示

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
「
既
生
七
八
寸
、
放
而
栽
之
」
は
、
除
草
・
整
苔
を
言

っ
た
も
の
で
、
田
植
農
法
で
は
あ
る
ま
い
、
と
前
設
を
訂
正
さ
れ
る
。

三
は
、
農
書
以
外
の
史
料
に
み
ら
れ
る
、
先
秦
時
代
か
ら
耳
固
ま
で
の
瀦
瓶
設

備
を
前
提
と
し
た
大
規
模
な
稲
田
耕
作
の
例
を
封
象
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
稲

作
が
行
な
わ
れ
て
来
た
か
を
検
討
し
た
も
の
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
付
一
つ
の
田

で
、
潜
水
す
れ
ば
稲
作
、
排
水
す
れ
ば
奏
作
の
可
能
な
こ
と
は
先
秦
時
代
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
(
『
戟
園
策
』
東
周
策
の
水
争
い
諒
)
。
同
農
民
は
陸
回
よ
り
水

田
が
有
利
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
(
向
上
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
濯
液
を
前

提
と
す
る
稲
作
は
可
成
り
集
約
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
白
前
漠
時
代
は
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す
で
に
連
作
で
あ
る
(
『
漢
書
』
務
泊
志
の
番
係
、
賓
穣
の
上
奏
)
。
伺
後
漢
時

代
に
な
れ
ば
一
部
に
は
回
楠
も
行
な
わ
れ
て
い
た
(
張
衡
「
南
都
賦
」
に
よ
れ

ば
、
稲
妻
二
毛
作
が
相
、信
告
せ
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
史
料
に
は
な
い
が
田
植
を

行
な
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
)
。
回
西
菅
の
社
預
の
上
疏
文
か
ら
、
直
播
法
は
過

去
の
農
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
(
『
耳
白
書
』
食
貨
志
)
、
新
ら

し
い
農
法
と
は
田
櫛
由
民
法
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
と
い
う
。

第
四
部
は
、
序
論
で
要
術
的
農
業
技
術
下
に
お
け
る
荘
園
像
を
鳥
敵
し
た
の

を
承
け
、
前
官
術
を
史
料
と
し
て
首
時
の
華
北
乾
燥
地
州
市
に
お
け
る
一
般
農
家
の

農
家
経
営
を
烏
倣
し
、
あ
わ
せ
て
要
術
的
農
家
と
均
田
法
と
の
相
互
関
係
を
考

察
し
た
も
の
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
穀
田
に
お
け
る
圭
穀
の
生
産
は
、
隔
年
一
作

と
い
う
よ
う
な
低
い
も
の
で
は
な
く
、
放
易
も
ど
の
程
度
行
な
わ
れ
て
い
た
か

は
疑
問
。
家
畜
の
飼
育
が
盛
ん
で
、
飼
料
作
物
が
か
な
り
康
く
栽
培
さ
れ
て
い

た
。
二

O
畝
の
桑
田
は
、
単
に
五

O
本
の
桑
が
植
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な

く
、
多
く
の
禾
穀
類
も
播
種
さ
れ
、
桑
の
賀
は
救
荒
用
に
備
蓄
さ
れ
た
。
腕

は
、
畑
の
中
に
植
え
ら
れ
る
と
共
に
、
畑
の
四
周
の
畦
に
栽
培
さ
れ
、
家
畜
の

害一口
を
防
ぐ
の
に
用
い
ら
れ
た
。
従
っ
て
均
団
法
規
で
は
穀
田

・
桑
田
・
腕
田
の

別
は
あ
っ
て
も
、
賀
際
に
は
粟
・
桑
・
腕
は
各
々
比
重
の
差
こ
そ
あ
れ
混
種
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
穀
田
・
桑
田
・
脇
田
を
営
む

農
家
が
、
均
田
制
の
施
行
に
よ
っ
て
如
何
な
る
規
制
を
受
け
た
か
、
あ
る
い
は

逆
に
こ
の
よ
う
な
農
家
に
射
す
る
規
定
と
し
て
、
均
田
制
の
文
を
ど
の
よ
う
に

解
鰐
す
れ
ば
合
理
的
か
と
い
う
槻
黙
に
立
っ

て
俊
文
を
み
て
み
る
と
、
北
貌
の

均
田
制
そ
の
も
の
は
、
皐
に
無
主
の
地
(
園
有
地
)
を
確
保
す
る
と
い
う
放
果

が
期
待
で
き
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
現
紋
を
打
破
す
る
改
革
と
言
う
に
程

遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
均
田
制
を
施
行
し
よ
う

と
し
た
の
は
、
孝
文
一帝
(
正
確
に
は
文
明
太
后
、
そ
の
他
の
首
脳
部
〉
の
洛
陽

遷
都
の
決
意
に
外
な
ら
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
と
い
う
。

以
上
が
氏
の
高
論
の
概
要
で
あ
る
。
氏
の
作
風
の
特
徴
は
、
農
業
技
術
に
関

す
る
深
い
皐
識
を
ふ
ま
え
て
、
農
業
問
題
・
土
地
問
題
を
考
察
し
て
い
る
こ

と
、
基
本
史
料
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
語
集
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
検
討
し
、
文
脈
に
沿
っ
た
解
緯
に
心
を
碑
き
、
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
そ
の

解
稗
が
専
門
知
識
に
徴
し
て
合
理
的
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
作
業
の
反
復
に
よ
っ
て
、
史
料
の
行
開
の
文
字
を
譲
み
と
り
、
あ

る
い
は
史
料
の
鉄
け
て
る
と
こ
ろ
を
補
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
研
究
の
空
白
部
分

を
埋
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
序
論
で
と
り
あ
げ
た
南
北

朝
時
代
の
華
北
の
荘
園
の
質
態
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
を
記
述
し
た
史

料
が
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
氏
は
、
農
業
技
術
書
で
あ
る
『
湾
民
要
術
』
を

利
用
し
、
華
北
乾
燥
地
神
に
お
い
て
は
、
農
耕
上
ど
の
よ
う
な
自
然
的
制
約
が

あ
る
か
を
種
々
考
え
た
う
え
で
要
術
の
農
法
の
特
徴
を
と
ら
え
、
そ
の
よ
う
な

農
法
に
よ
っ
て
生
産
し
て
い
る
祉
舎
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
愛

達
し
た
荘
園
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え
、
要
術
時
代
の
荘
園
像

を
浮
び
上
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
際
、
氏
は
、
要
術
が
食
品
加
工
の
僚
で
、
高
級

料
理
の
製
法
に
記
し
て
い
る
材
料
の
量
に
注
目
し
、
そ
の
よ
う
な
料
理
を
食
す

る
の
は
荘
園
主
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
量
は
五
口
の
家
数
家
分
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
み
る
と
、
荘
園
主
は
自
分
の
子
弟
の
家
族
と
一
緒
に
テ
ー
ブ

ル
を
囲

ん
で
食
事
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
荘
園
主
は

庚
大
な
家
邸
の
中
心
の
宅
に
住
み
、
そ
の
側
屋
に
そ
の
家
族
を
居
住
さ
せ
て
、

数
個
の
五
日
の
戸
を
複
合
さ
せ
た
一
個
の
家
を
構
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
想

定
し
て
い
る
。
卓
抜
し
た
史
料
操
作
で
あ
る
。
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ま
た
、
第

I
部
第
一
章
の
二
で
と
り
あ
げ
て
い
る
『
呂
氏
春
秋
』
の
農
法
に

「
六
尺
之
箱
、
所
以
成
畝
也
」
と
あ
る
の
を
、
従
来
は
、
幅
六
尺
、
長
さ
六

O

O
尺
(
二
四

O
歩
一
畝
制
な
ら
一
四
四

O
尺
)
の
作
畝
法
で
、
そ
の
庚
畝
の
上

に
散
播
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
長
迭
に
沿
っ
て
一
尺
前
後
の
酬
を
三
本
つ
く
っ

て
脇
田
播
し
た
と
解
四
押
し
て
い
た
の
に
針
し
、
氏
は
、
六
尺
を
酬
の
長
さ
と
と

り
、
六
尺
の
箱
を
持
ち
、
道
路
を
は
さ
ん
で
二
人
(
夫
婦
)
が
向
い
合
っ
て
作

馴
し
た
と
し
、
そ
の
方
が
貧
際
に
徴
し
て
、
は
る
か
に
毅
率
的
・
合
理
的
で
あ

る
と
い
う
新
解
四
揮
を
一
示
さ
れ
た
。
愛
想
の
縛
換
の
好
箇
の
一
例
で
あ
る
。
ま

た
、
第
l
部
第
二
章
の

一
の
二
四

O
歩
一
畝
制
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
、
氏

は
、
畝
制
の
携
大
は
農
業
生
産
力
の
端
技
連
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
生
産
力
の
護
展
と
い
っ
て
も
、
濯
紙
の
愛
達
・
ス
キ
ヘ
ラ
を
も
っ
耕
翠
の

出
現
は
、
か
え
っ
て
農
業
集
約
化
に
よ
っ
て
畝
制
の
縮
少
を
促
す
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
は
作
篠
準
の
出
現
と
み
る
べ
き
で
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
時
期
は
春
秋
末
・
戟
園
は
じ
め
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
行
な
っ
た
の
は
秦
商

教
が
肝
陪
制
を
施
行
し
た
時
で
あ
ろ
う
と
し
、
二
四

O
歩
一
畝
制
を
商
映
の
田

制
・
邑
制
・
軍
制
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
、
濁
自
の
設
を
導
き
出
さ
れ
て
い

る
。
『
呂
氏
春
秋
』
の
農
法

・
二
四

O
歩
一
畝
制
の
問
題
と
も
、
私
は
氏
と
異
な

る
解
懇
を
も
っ
て
い
る
が
、
氏
の
こ
う
し
た
手
法
は
、
皐
ぶ
べ
き
所
、
大
で
あ

る
。
ま
た
、
第

E
部
第
一

一章
の
一
の
二
年
三
毛
作
の
成
立
問
題
の
と
こ
ろ
で
、

西
嶋
氏
が
二
年
三
毛
作
は
唐
代
に
到
り
小
委
の
普
及
を
ま
っ
て
成
立
し
た
と
さ

れ
た
の
に
射
し
、
『
四
民
月
令
』
の
各
月
に
お
け
る
穀
物
質
買
品
目
の
中
に
大

褒
・
磯
市
営
が
あ
る
の
に
注
目
し
、
「
二
年
三
毛
作
は
小
委
の
普
及
を
前
提
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
」
と
し
、
大
姿

・
積
姿
を
用
い
た
組
合
せ
を

示
唆
さ
れ
た
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
『
南
斉
書
』
劉
懐
慰
俸
に
、
斉
郡
太
守

劉
懐
慰
が
、
開
墾
・
濯
証
仙
の
躍
に
新
米
一
斜
を
持
っ
て
来
た
農
民
に
封
し
、
食

べ
て
い
た
所
の
褒
飯
を
示
し
「
日
食
有
絵
、
幸
不
煩
此
」
と
言
っ
た
と
い
う

話
、
『
梁
書
』
泰
子
野
俸
に
、
妻
子
野
は
鐸
氏
を
信
じ
て
数
戒
を
持
し
「
終
身

飯
葵
食
疏
」
し
た
と
い
う
話
、
『
陳
書
』
孔
失
俸
に
、
建
康
令
孔
突
が
、
戟
闘

を
前
に
、
市
安
飯
を
つ
く
り
、
荷
葉
に
包
ま
せ
、
数
首
問
褒
を
つ
く
っ
た
と
い
う
話

が
あ
る
。
『
北
堂
書
紗
』
に
よ
れ
ば
飯
は
蒸
し
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
褒
飯

の
奏
は
大
奏
で
あ
る
。
『
唐
六
典
』
に
よ
れ
ば
、
唐
の
府
兵
の
摘
帯
食
糧
は
褒

飯
と
粟
で
あ
る
。
大
市
営
は
、
南
北
朝
時
代
に
は
江
南
に
ま
で
庚
く
栽
培
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
私
は
、
唐
代
に
お
け
る
小
委
作
の

普
及
は
、
粟
作
か
ら
小
委
作
へ
と
代
っ
た
の
で
な
く
、
大
委
か
ら
小
委
に
代
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
因
み
に
、
六
僚
大
褒
の
設
群
地
に
は
、
中
近
東
設
の
ほ
か

チ
ベ
ッ
ト
設
、
揚
子
江
流
域
設
が
あ
る
。

と
は
言
え
、
氏
の
論
に
も
、
疑
問
黙
が
な
く
は
な
い
。
氏
の
論
は
西
嶋
氏
と

の
論
争
の
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
た
め
か
、
西
嶋
批
剣

を
急
ぐ
の
徐
り
、
史
料
解
穫
に
行
き
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

が
、
若
干
あ
る
。
気
付
い
た
黙
を
列
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
付

第
E
部
第

一
一章の

一
に
お
い
て
、
要
術
の
「
大
小
委
皆
須
五
月
六
月
嘆
地
」
の
解

四
揮
を
め
ぐ
っ
て
、
西
嶋
氏
が
「
嘆
地
」
を
大
小
古
賀
播
種
前
の
保
水
の
た
め
の
土

壌
庭
理
と
解
し
、
市
首
作
に
は
矯
種
二
、
t
三
か
月
前
に
「
嘆
地
」
す
る
必
要
か
あ

り
、
し
か
も
褒
の
牧
穫
は
四
J
五
月
で
あ
る
か
ら
、
要
術
の
技
術
段
階
で
は
、

褒
は
一
年
一
作
で
あ
り
、
他
の
作
物
と
の
組
合
せ
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
の
に

射
し
、
氏
は
「
嘆
地
」
を
大
小
委
牧
穫
後
の
土
援
庭
理
と
解
し
、
こ
の
文
は
、

褒
枚
後
直
ち
に
「
嘆
地
」
し
、
跡
地
の
他
の
作
物
を
播
種
す
る
用
意
一
を
せ
よ
と

言
っ
た
も
の
で
、
む
し
ろ
委
と
他
作
物
と
複
種
栽
培
さ
れ
て
い
る
詮
嬢
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
的
こ
の
文
は
要
術
委
作
の
項
の
冒
頭
に
あ
り
、
と
す

れ
ば
要
術
が
奏
作
法
を
読
く
の
に
、
「
大
小
変
の
刈
り
跡
は
、
す
み
や
か
に
嘆
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地
し
、
他
作
物
の
作
付
け
に
備
え
よ
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
か
ら
書
き
は
じ
め

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
帥
『
E

白
書
』
食
貨
士
山

所
載
の
大
奥
元
年
の
認
に
「
徐
揚
二
州
、
土
宜
三
菱
、
可
督
令
燥
地
、
投
秋
下

種
、
云
-
R
L

と
あ
る

「燦
地
」
は
ど
う
み
て
も
褒
作
に
そ
な
え
て
の
土
壌
庭
理

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
第
日
部
第
二
章
の
二
に
お
い
て
、
氏
は
、
後
漢
時
代
、

南
陽
先
進
地
区
に
お
い
て
は
稽
姿
二
毛
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
詮
竣
と
し
て
、

張
衡
の

「
南
都
賦
」
に

「
決
深
則
嘆
、
告
岬
祇
盛
岡
陸
、
冬
稔
夏
稿
、
随
時
代
熟
」

と
あ
る
の
を
壁
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
る
程
張
衡
は
侯
風
地
動
機
(
地
震
計
)
の

考
案
者
と
し
て
知
ら
れ
た
科
皐
者
で
あ
る
。
し
か
し
同
賦
が
同
節
の
前
の
南
陽

の
山
川
を
讃
え
た
句
中
で
、
驚
驚
(
鳳
恩
の
類
〉

・
鶴
鈎
(
鳳
の
類
)
が
飛
ん

で
い
る
と
か
、
価
問
勉
(
蛇
を
の
む
勉
)
・
鳴
馳
(
四
つ
の
繋
を
つ
け
た
蛇
〉
が

泳
い
で
い
る
と
か
詠
っ
て
い
る
の
に
よ
っ
て
み
る
と
、
す
べ
て
南
陽
風
景
の
篤

賓
と
は
受
け
と
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
同
じ
く
第
日
部
第
二
章
の
こ

に
お
い
て
、
要
術
の
北
土
高
原
に
お
け
る
稲
作
法
に
「
納
種
如
前
法
、
既
生
七

八
寸
、
抜
而
栽
之
」
と
あ
る
文
の
解
律
を
め
ぐ
っ
て
、
氏
は
爽
註
に
「
栽
而
蒋

之
」
と
あ
る
の
に
よ
り
、
こ
れ
は
草
科
を
抜
き
と
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
移
植
す

る
こ
と
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
栽
に
は
抜
く
と
い
う
意
味
は
な

く
、
ま
た
本
文
中
に
草
稗
の
こ
と
は
見
え
な
い
か
ら
、
爽
註
の

「統
非
歳
易
、

草
稗
倶
生
、
斐
亦
不
死
、
故
須
栽
而
務
之
」
は
「
放
易
で
な
い
か
ら
、
草
と
稗

が

一
絡
に
生
え
て
く
る
。
鎌
で
刈
っ
て
も
般
死
し
な
い
。
だ
か
ら
(
稲
苗
を
抜

い
て
)
栽
し
、
葉

・
科
を
山
崎
(
田
草
を
抜
く
こ
と
)
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
讃
み
、
本
文
の

「
抜
而
栽
之
」
は
、
や
は
り
移
植
と
解
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
同
第

E
部
第
二
輩
の
三
に
お
い
て
、
氏
は
『
宋
室
田
』
文
一
帝
紀
の
元
嘉
二
十

一
年
七
月
乙
巴
の
詔
に

「
比
年
穀
稼
傷
損
、
淫
允
成
災
、
亦
由
播
殖
之
宜
、
向

有
未
輩
、
南
徐
・
究
・
議
及
揚
州
市
川
江
西
風
郡
、
自
今
悉
督
種
姿
、
以
助
関
乏
、

速
運
彰
減
下
郊
郡
見
種
、
委
刺
史
貸
給
、
徐
・
繋
土
多
稲
田
、
而
民
閲
専
務
陸

作
、
可
符
二
鋲
、
履
行
醤
阪
、
相
率
修
立
、
弁
謀
墾
閥
、
云
々
」
と
あ
る
「
南

徐

・
究
・
猿
」
の
莞
・
抽
出
を
、
影
減
(
今
の
江
蘇
銅
山
鯨
治
)
に
寄
治
し
て
い

た
売
州
、
准
西
に
お
か
れ
た
橡
州
と
と
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
何
を

ぜ
よ
と
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
莞

・
濠
は
、
庚

陵
(
江
蘇
江
都
線
)
な
い
し
好
胎
(
安
徽
貯
胎
豚
〉
に
お
か
れ
た
南
究
州
、
歴

陽
(
安
徽
和
豚
治
)
に
お
か
れ
た
南
海
州
と
と
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば

「
准
南

・
江
南
の
南
徐
(
江
蘇
丹
徒
豚
治
〉
・
南
禿
・
南
預

・
揚
州
祈
江
西
の

属
郡
の
作
物
が
日
照
り
の
た
め
枯
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
な
ら
ば
褒
播
き
に
聞

に
あ
う
の
で
、
急
い
で
准
北
の
彰
減
・
下
郊
(
江
蘇
郊
豚
治
〉
郡
か
ら
委
種
を

運
ん
で
農
民
に
貸
給
せ
よ
。
そ
の
彰
成

・
下
郊
二
鎮
の
あ
る
徐
州
・
議
州
に

は
、
も
と
稲
田
が
多
く
あ
っ
た
が
、
(
北
貌
と
の
戦
場
に
な
っ
た
た
め
、
阪
が

破
擁
さ
れ
)
民
聞
で
は
専
ら
陸
作
を
行
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
二
銀
に
符
し
、

奮
阪
を
履
行
し
て
復
奮
し
、
弁
せ
て
開
墾
を
課
せ
よ
。
云
々
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
意
味
が
通
じ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
疑
義
は
、
創
見
に
満
ち
た
本
書
の
債
値
を
い
さ
さ
か
で

も
傷
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。
は
じ
め
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
氏
は
京
大
文
患

部
史
皐
科
を
卒
業
後
、
京
大
農
鼠
宇
部
に
通
っ
て
農
業
技
術
・
農
業
経
済
を
翠
ば

れ
た
。
氏
の
研
究
が
、
歴
史
皐
の
境
界
内
に
と
ど
ま
る
限
り
、
明
ら
か
に
し
得

な
い
こ
と
を
解
明
し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
経
歴
を
ふ
ま
え
て
で
あ
る
。
昨

今
、
異
な
る
領
域
の
研
究
者
の
協
業
に
よ
り
境
界
領
域
を
開
設
し
よ
う
と
い
う

摩
際
的
研
究
の
必
要
性
が
云
々
さ
れ
、
中
園
農
業
史
の
分
野
に
お
い
て
も
、
京

大
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
渡
部
忠
世
教
授
の
提
唱
に
よ
り
、
史
民
平

・
農

皐

・
植物思一，

.
地
理
鼠
平
等
々
領
域
の
研
究
者
に
よ
る
皐
際
的
研
究
が
進
め
ら

れ
、
多
く
の
成
果
を
暴
げ
て
い
る
。
氏
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
あ
る
が
、
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氏
自
身
が
、
そ
の
皐
際
的
研
究
の
陸
現
者
で
あ
る
と
言
え
る
。
今
後
と
も
、
か

か
る
方
法
に
よ
る
研
究
の
設
展
が
笠
ま
れ
る
。
ま
た
、
氏
の
研
究
が
、
生
産
力

の
設
展
↓
生
産
関
係

・
生
産
様
式
の
慶
化
と
い
う
よ
う
に
、
縦
に
時
代
の
流
れ

を
迫
っ
て
行
く
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
生
産
力
の
貧
態
↓
土
地
問
題
・
社
舎

制
度
の
現
炊
と
い
う
よ
う
に
、
績
に
社
舎
を
見
渡
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
時

代
の
祉
舎
を
鳥
敵
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
は
、
昨
今
、
新
し
い
歴
史
皐
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
祉
曾
史
の
手
法
に
似
て
い
る
。
氏
の
研
究
に
は
、
時
代
区

分
論
の
よ
う
な
華
々
し
き
は
な
い
が
、
貴
重
な
研
究
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
こ

の
よ
う
な
手
法
に
よ
る
研
究
の
深
化
が
望
ま
れ
る
。

は
じ
め
編
集
部
か
ら
書
評
の
依
頼
を
受
け
た
と
き
、
私
に
氏
の
研
究
を
理
解

で
き
る
だ
け
の
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
危
倶
し
た
が
、
本
書
を
讃
み
終
え
、
時
H

に
多
く
の
こ
と
を
皐
び
得
た
。
そ
の
皐
恩
に
感
謝
し
、
筆
を
捌
く
。

一
九
八
九
年
三
月
京
都
同
朋
合

A
五
剣
五
二
九
頁
一
五

0
0
0園
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福
井
重
雅
著

漢
代
官
吏
登
用
制
度
の
研
究

畠

健

之

回

中
園
の
官
僚
制
度
は
、
世
界
史
上
他
に
類
を
み
な
い
高
度
の
愛
遣
を
遂
げ

た
。
そ
し
て
そ
の
要
因
の

一
つ
と
し
て
、
人
材
を
選
抜
し
官
僚
と
し
て
任
用
す

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
官
吏
登
用
制
度
が
こ
れ
ま
た
高
度
な
護
国
院
を
み
せ
た
こ

と
が
翠
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
中
園
の
官
吏
登
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
内
外
と
も
に
数
多
く
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の

多
く
は
貌
菅
南
北
朝
の
九
品
官
人
法
と
階
唐
以
降
清
末
に
至
る
科
翠
と
に
集
中

し
て
お
り
、
反
面
そ
れ
ら
の
基
本
的
骨
格
を
形
作
っ
た
と
も
い
え
る
漢
代
の
登

用
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
陸
系
的
包
括
的
な
解
明
を
試
み
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど

皆
無
に
等
し
い
紋
態
で
あ
る
。
著
者
福
井
重
雅
氏
の
摩
位
論
文
〈
早
稲
田
大

皐
)
で
あ
る
本
書
の
目
的
は
、
以
上
の
よ
う
な
朕
況
に
鑑
み
、
漢
代
の
官
吏
登

用
制
度
に
つ
い
て
組
合
的
か
つ
個
別
的
な
考
察
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
研
究
上
の
空
白
を
埋
め
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
目
的
を
有
す
る
本
書
は
、

第

一
章
漢
代
官
吏
登
用
制
度
の
概
観

第
二
章

賢

良

・
方
正
の
成
立

第
三
章

賢

良

・
方
正
の
運
営

第
四
章
漢
代
の
察
牽
制
度
と
政
治
腫
制
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